
１　施設の概要

２　指定管理者の業務

３　施設の管理体制

名 名 名

４　施設の利用状況

利用者数
（人）

R3年度

前年度

前々年度

２月 計３月８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月４月 ５月 ６月 ７月

14,237 11,572 5,611 59,9689,3304,313 14,905

月別利用
料金収入
（千円）

４月 ５月

前々年度

１１月 １２月 １月

5,814 4,785 3,8811,602

１０月６月 ７月 ８月 ９月

1,736

２月 計

20,719

前年度

管理体制

正職員 8 臨時職員 21

R3年度

施設所管課 スマート林業課 【連絡先】 ０８８－６２１－２４８７

計 29

令和3年10月1日

木育を推進し、森林及び林業に対する理解を深めるとともに、県産材の利用促進につなげる。

館内には、徳島県産材をふんだんに使用。あさん農村舞台、里山ひろば、赤ちゃん木育ひろば、ごっこフォレス
ト、グッド・トイひろば、うだつのまちなど。

一般：800円、小中学生：300円、小学生未満：無料、<年間券>一般：5,600円、小中学生：2,100円

水曜（祝日の場合は開館、翌日休み。8/12～8/15までの水曜は開館）

設置年月日

設置目的

　令和３年度　指定管理者運営状況点検・評価シート

指定管理者名 株式会社あわわ 指定期間 　令和3年10月1日　～　令和8年3月31日

対象施設名 徳島県立木のおもちゃ美術館 施設所在地

施設内容

利用料金等

①徳島県立木のおもちゃ美術館の設置及び管理に関する条例第2条各号に掲げる事業の実施に関する
業務。
②施設、物品等の維持管理に関する業務。
③おもちゃ美術館の研修室の利用の許可に関する業務。
④おもちゃ美術館の使用料の徴収に関する業務。
⑤その他おもちゃ美術館の管理に関し、知事が必要と認める業務。

指定管理者の業務内容

開館日・休館日等

内訳
・あわわ／正職員：2名（常勤）、2名（非常勤）、パート職員：1名
・Knet／正職員：3名、パート職員：19名
・ツーリズム徳島／正職員：1名、契約職員：1名

板野郡板野町那東字キビガ谷４５－２２

３月

2,901

別紙様式１



５　収支の状況

６　コスト削減・サービス向上に関する取組状況

７　自主事業の取組状況

4,613

39,813

　　　年度（前々年度）　　　年度（前年度）　　令和３年度項　目

収
入

指定管理料

（単位：千円）

35,200

事業費(自主事業）

計

人件費

事業収入(自主事業）

その他

管理運営費

コスト削減の取組

・自社メディアやタウン情報全国ネットワークを活用し、低コストでコストパフォーマンスの高い
PR、広報活動を行った。
・備品の過剰な発注や、見落としによる遊具やおもちゃの損傷拡大を防ぐため、備品管理及び施設
メンテナンスの各担当者を選定し、日々の管理を怠らない体制づくりを行った。
・室温（エアコン）の細かな調整や各所の消灯、ミスコピー用紙の再利用など、地道な対策の全員
への意識づけに取り組んだ。
・月次で売上計画、経費計画を策定し、本社役員との定期的な収支バランス検証のミーティングを
実施していた。

サービス向上の取組

・新型コロナの感染拡大に伴い、館内各所に消毒スプレーを設置し、来館者には検温、手指消毒、3
歳以上のマスク着用にご協力いただいた。また、閉館後の館内消毒も徹底した。
・ロスナイ（換気システム）性能の周知などを行い、安心安全に過ごしていただくための対策を実
施した。
・乳幼児保育に精通した人材を多く有する団体に館内業務を委託するほか、乳幼児や子ども対象の
イベント実績のある自社職員と連携を図ることで、事故を未然に防ぐ体制を構築できた。
・接客時のお客様からのヒアリングや、「お客様アンケート」の実施により、館内設備やスタッフ
対応、居住地、年齢等の意見や情報を集約し、今後の館内施設の改善やサービスの向上、企画立案
の参考データとして活用した。

収支

その他

計

支
出

4,759

自主事業取組状況

・一口館長募集（サポーターズボード）事業では、本社職員のネットワークを活用し、徐々に協
賛、支援の輪を広げた。
・県内高校生企画の木工キットを使用したワークショップを行い、好評を博した。
・他の自社（あわわ）事業の事業と連動したイベントや季節イベントを行った。
・館内の通常運営や提供サービスの安定化と、団体受入繁忙期やコロナ禍状況などを鑑みながら見
送りとした企画は、令和４年度に実施する予定。

10,531

22,963

利用料金収入

99

38,354

1,459



８　管理運営業務に係る点検・評価

②自主事業
　・計画した自主事業の実施

Ｂ

項　　　　　　目 評　価 点　検　結　果

①利用者ニーズの把握・分析と利用促進
　・利用者ニーズの把握
　・利用者ニーズへの対応
　・施設の利用促進

・県内の木材団体、木工職人等の木育関係者と連携した木
育サミットやおもちゃ学芸員養成講座の開催等、地域と連
携した事業が実施された。

⑨安全管理
　・安全管理体制、事故防止体制
　・災害等発生時の対応体制
　・マニュアルの整備、職員教育
　・個人情報保護への適正対応

Ａ

Ａ

Ａ

・年間作業計画に基づき、適正な点検等の維持管理が行わ
れた。
・おもちゃや施設の損傷箇所は丁寧に修理を行い、安全性
の確保に努めた。
・おもちゃや遊具は消毒を徹底し、人数制限を行うなど、
新型コロナウィルス感染症対策を実施し、施設を安心して
利用できるように努めた。

④収支計画
　・収支計画の達成状況
　・コスト削減の状況
　・外部委託の状況 Ａ

・自社メディアの活用や、おもちゃの修繕及び館内清掃を
職員が行うことで、外部委託の経費を押さえるとともに、
外部委託の際には複数見積を取り、経費の削減を図った。
・収支バランスの検証を定期的に行った。

・緊急時のマニュアルを作成し、安全管理体制、事故防止
体制が整備されており、消防訓練等の職員研修が実施され
た。また、危機管理については、職員による毎日の情報共
有を徹底した。
・個人情報保護に関する規定を作成し、情報管理に努め
た。

⑧地域との連携
　・地元団体等との連携

Ａ

・職員やボランティアスタッフ（以下、「おもちゃ学芸
員」という。）により日々利用者ニーズの把握を行い、館
内の設備や対応の改善を行った。
・中四国のタウン情報誌に開館の告知を行い、県内外への
効果的なＰＲにより多くの来館があった。
・ＳＮＳでの情報発信により、フォロワー数は目標の約２
倍となるFacebook1,339人、Instagram1,726人（令和4年３
月３１日現在）を獲得し、ファンやリピーターの獲得によ
る利用促進を図ることができた。

・ミュージアムショップで県内おもちゃ作家や木工職人の
多様な製品を展示・販売することで、利用者サービスの向
上を図るとともに、県内の木工や林業関係団体とのネット
ワーク構築や県産材のＰＲにつながった。
・新型コロナウィルス感染拡大の影響により、開催を見合
わせた企画があったが、令和４年度に実施する予定。

③適正な維持管理
　・施設の保守管理・修繕
　・年間作業計画に基づく適正な維持管理
　・県備品等の適正な管理

⑤管理運営体制等
　・管理運営業務計画書
　・職員の配置、研修計画
　・諸規程の整備
　・利用料金の徴収、減免
　・モニタリングの実施状況

Ａ

・業務計画書に基づき、職員の配置が実施されており、適
正な施設の維持管理に努めた。
・視察対応や研修室の利用規定など内部規定を整備した。
・通常料金に加え、団体割引や使用料の減免対象に応じ
て、適正に使用料の徴収を行った。
・月次報告書、事業報告書が適正に提出され、定期的なモ
ニタリングが実施された。

⑥職員体制
　・職員の労働条件

Ａ

・開館後や繁忙期は試行錯誤しつつ、施設の維持管理及び
運営体制を確保するため、おもちゃ学芸員を活用し、適正
な人員が配置できるように努めた。

⑦地域への貢献
　・地元雇用の状況
　・地元企業への業務委託

Ａ

・施設の維持管理業務においては、地元雇用、地元企業へ
の委託の徹底が図られた。



〈評価指標〉 Ｓ：協定書の内容や目標を上回る成果があり、優れた管理運営が行われている。
Ａ：概ね協定書の内容どおりの成果があり、適正な管理が行われている。
Ｂ：協定書の内容や目標を下回る項目があり、さらなる工夫や努力が求められる。
Ｃ：管理運営が適正に行われたとは認められず、改善を要する。

※　項目については、事業計画書と整合性をはかる。

９　その他（今後の課題及び対応等）
・今後は県内の木育拠点として、木材関係団体等との連携を深め、県産材の利用促進に向けた取り組みが期待される。
・アンケート調査による利用者ニーズを把握し、リピーターやファン作りのための定期的な木育イベントの開催やミュー
ジアムショップの充実を図る必要がある。
・運営ノウハウを蓄積し、さらに効率的かつ効果的な運営を図る。

⑪その他
　・関係法令の遵守状況
　・情報公開請求への対応体制

Ａ

・関係法令に基づき、適正に実施された。
・情報公開規定を整備している。
・定期的に職員会議を行い、施設管理・運営体制を確認し
た。

総合評価 Ａ

・開館前から入念な準備を行い、開館直後から職員による
利用者への手厚いおもてなしや細やかな気遣いにより、ス
ムーズな運営を開始することができた。
・おもちゃ美術館の利用者へ楽しみながら、県産材の魅力
を伝えることで更なる木育の推進を図ることができた。

点　検　結　果

⑩環境への配慮
　・環境対策の状況

Ａ

・職員によるゴミの排出量削減や節水の他、ペーパーレス
化により環境対策を行った。

項　　　　　　目 評　価


